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フッサール現象学における感情移入の問題

























モイマン (Meumann)、ヴォリンガーらがその代表者たちであった 1)0 Einfuhlungの代表的な使用は、


















験の中に入っていく仕方を感じることJ(to feel one's way into another person's experience) 肘)である o
Ch.Macannは感情移入を、「自己がそのうちで他者の生を自分自身の生として生きる、第一次的な状況
(primordiale Situation) Jと表している。彼によれば、 Einfuhlung'ま、他者の存在「の中へ入って感じる」
(Hinein-fuhlen)ことができる自己について語っている。こうして感情移入を問うことは、「他者の存在











おかれたならば (ifwe were in his case)、われわれ自身の諸感動はどうであろうかを、われわれに提
示するよりほかのどんな方法によってでもない。われわれの想像力が写しとるのは、かれのではな
くわれわれ自身の、諸感覚の印象だけなのである。想像力によってわれわれは、われわれ自身をか
れの境遇におくのであり (placeourselves in his situation)、われわれは自分たちがかれとまったく同
じ責苦をしのんでいると考えるのであり、われわれはいわばかれの身体にはいりこみ (weenter as it 














































inner coincidence) と同様なことを意味し、「内的に知ることJ(inner awareness， inward awareness)、「内
側で知ることJ(awareness-within)あるいは「内部に感じることJ(in-feeling) を合意する o ein-の"in"



























































(Neutralit通tsrnodifikationder nicht-doxischen(nicht-objektivierenden) Akte) と名づける、意識の仕方に対






































































































「投入して理解J(einverstehen) されるのである (Hua.刻 1，S. 57)0 iW私の身体jという統覚は根源
本質的に第一の統覚であり、唯一のまったく原本的な統覚である。私が私の身体を構成したときには
じめて、私はあらゆる他の身体をそのような身体として統覚することができるのであり、そしてこの





































(Hua 1， 140) ということが注目される。そしてフッサールはここに「受動的総合の原形式である連
合としての対化J(Hua 1， 142)が成り立っていることを指摘する。異他的な物体[的身体]を私が身体
として認めることの根底にはこのように対化が働いているのである。こうして対化は「類比による統






































状態の中に置き入れることJ(ein sich in die Lage des Anderen Hineinversetzen) (Hua XIV， S.338 )、「自
らを他者の中に投入して考えることJ(Sich-in-den-Andern-hineindenken) (Hua XV， S.250 )と述べ、
これを「投入して空想することJ(Hineinphantasieren) (Hua XV， S.250 )と同一視している。フッサ
ールは感情移入に、他者の「措定jという働きを認めている。例えば、自我は諸身体やもろもろの自
我を感情移入の仕方で措定する (Hua.XIII， S.115 )。われわれは感情移入によって異他的な意識を存
在するものとして「想定しJ(annehmen)、それを主題として言明する。われわれは主題として、感情
移入の中で措定される異他的な意識をもっ (Hua.XIII， S.85 f.) 0 しかし、この他者の措定は、事物知
覚の措定作用とは異なって、「推定Jにとどまる。感情移入は、「異他的な身体を知覚し、異他的な意
識を推定すること (supponieren)J (Hua. XIII， S.84 )である。私は自分については自己意識を、つま
り顕在的な心的体験をもつが、他者については感情移入意識をもっ O 他者の意識は「感情移入的に推













































すくなからず共同主観であるように、彼は私に対しである (HuaXV， S.446 )。




































(Einfuhlungen hoherer Stufe)が成り立つ。こうして自我主観は感情移入の共同体 (Einfuhlungs-
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